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序

はるか二千年の昔から大陸文化の窓口として栄えた福

岡市は、二十一世紀のアジアに聞かれた都市として、更

なる発展を目指しさかんに都市開発が推し進められてい

ます。それに伴ってやむなく失われる埋蔵文化財につい

ては、将来にわたって記録を保存するための発掘調査を

おこなっています。

本書は、南区井尻一丁目 707番 6で専用住宅の建設に

先立つて実施した井尻B遺跡第42次調査の発掘調査報

告書です。

今回の発掘調査では、竪穴住居と掘立柱建物からなる

弥生時代の集落跡が発見されました。井尻丘陵の北西端

に立地する弥生時代の集落域の発見は、井尻の丘陵上に

拡がる弥生時代の集落域の消長を知る上で貴重な発見と

なりました。

本書は、これらの発掘調査の成果を収録したものです。

本書が市民のみなさんに広く活用され、埋蔵文化財保護

に対するご理解の一助になるとともに、学術研究に活用

していただければ幸いです。

なお、発掘調査から整理報告までの聞には、多くの方々

のご指導とご協力をいただきました。記して心から感謝

の意を表する次第であります。

平成29年3月27日
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I .はじめに

1.発掘調査にいたるまで

井尻B遺跡は、福岡平野を北流する那珂川に沿って春日市の須玖岡本から井尻・五十川・那珂・比

恵へとつづく低丘陵上に立地している。この那珂川以南の地は、昭和 30(1955）年代まで農業を基盤

とする村々が点在するのどかな田園地帯であった。しかし、昭和 40(1965）年代以降の高度経済成長

期に郊外の市街化が急速に進み、往年の田園風景は次第に失われつつある。

井尻の地は、春日市の岡本から那珂・比恵へと長く続く低丘陵の中ほどに位置する。この地は、北

へ行けば竹下、南は春日、東は板付から月隈、西へは日佐から老司への分岐点にあたり、西鉄大牟田

線の井尻駅周辺は、交通の利便性に長じた地として早くから本村を中心に住宅域が拡がっていた。そ

のために村中は、道幅の狭い道路が網の日のように延びている。しかし、井尻御供所線の整備に伴っ

て周辺の様相は一変し、低中層の共同住宅建設が増加している。

第 42次調査区の周辺では、井尻御供所線の道路新設に伴って発掘調査が実施され、小型的製鏡や

銅鋭、銅二見、銅矛などの鋳型やそれらの鋳型で製作された青銅製品のほかに増塙などが出土しており、

青銅器やガラス製品を製作する集落域が拡がっていることが確認されている。

平成26(2014）年 11月11日に南区井尻一丁目 707番6地内において専用住宅の建設が計画され、

遺跡の存否確認の照会が埋蔵文化財審査課（現埋蔵文化財課）に提出された。照会地は、井尻B遺跡

として周知された埋蔵文化財の包蔵地内にあり、その周辺には第 7・ 10・15次調査区があることから

申請地内には弥生時代の遺構が拡がっている可能性が予測された。そこで同年 11月20日に確認調査

を実施してその存否を確認したところ、竪穴住居や溝が重複しながら全域に拡がっていることが確認

された。これを受けて現状保存のための協議を行ったが、建設計画が進んでいると同時に基礎杭が深

度 5.3mにも及ぶことから設計変更は不可能で、あった。そのために建築物によって破壊される範囲を

速やかに発掘調査して記録保存を図ることになった。

発掘調査は、平成 26(2014）年 12月 9日に開始し、弥生時代中期の竪穴住居や大型の掘立柱建物、

土坑などを検出して 12月 19日に無事終了した。これらの成果は、土地所有者様のご理解と指導、助

言を頂いた埋蔵文化財課の先輩諸氏および寒風吹き荒ぶ悪条件の中で発掘作業に従事された方々の労

苦に負うところが大きい。ここに記して感謝の意を表します。なお、発掘調査は、専用住宅の建設に

伴う事前調査のために国庫補助事業として実施した。

2.発掘調査の組織

調査主体 福岡市教育委員会

調査総括 埋蔵文化財調査課（現埋蔵文化財課）課長常松幹雄（26・ 28年度）
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警ミ号怒動ζ
苦i=i=1院予f:-J
凡例

1.井尻目遺跡

2 井尻A遺跡

3.井尻C遺跡
4.五十川遺跡

5.郡珂遺跡群
6.比恵遺跡群

7.諸岡A遺跡

a諸岡目遺跡
9.高畑遺跡
10.板付遺跡

11.那珂君休遺跡

12.束郡珂遺跡
13.雀居遺跡

14.笹原遺跡

15.三筑遺跡
16.麦野A遺跡

17.麦野日遺跡
18.麦野C遺跡

19.南八幡遺跡

20.雑舗隈遺跡

21.井相田A遺跡
22.井相田B遺跡
23.井相田C遺跡

24.仲島遺跡
25.須玖遺跡

26.岡本遺跡
27.中ノ原遺跡

Fig.1 周辺遺跡分布図（1/25,000)



3.立地と歴史的環境（Fig.I・2)
井尻B遺跡のある福岡平野は、三方を三郡山系や背振山系からのびる小山塊に固まれ、北は玄界灘

にむかつて閉口する博多湾に面した沖積平野である。

この福岡平野の中央部を北流して博多湾に注ぐ那珂川と御笠川の聞には、標高11～18mの低丘陵が

北の博多湾にむかつて長く断続的に延びている。この春日丘陵と総称される洪積E陵は、花両岩風化

蝶層を基盤とし、その上層に阿蘇山の噴火によるAso-4火砕流によって形成された人女粘土層と烏栖

ローム層が堆積する火砕流台地で、台地内には小さな開析谷が幾筋も管入して複雑な地形をなしてい

る。この春日丘陵は、奴国王の王墓地と推定される岡本遺跡のある須玖岡本から井尻、五十川を経て

那珂、比恵へと連なって博多湾の海岸砂丘に至る。これらのE陵上には、後期旧石器時代から中世に

かけての遺跡が連綿と複合的に重なって展開している。殊に、弥生時代から古代にかけては濃密な分

布状況を示している。

井尻B遺跡は、春日丘陵が標高を下げながら那珂・比恵丘陵へと続く標高は11～18mの低平な台地

の鞍部に立地している。この井尻B遺跡については、古くには江戸時代の国学者青柳種信の著書「筑

前園績風土記拾遺」の那珂郡井尻村の条に、「熊野権現の銅矛鋳型」ゃ「大塚」、「古瓦多く出、昔大寺

など有りし」などの記述がある。また、大正13年～昭和2年には九州帝国大学の中山平次郎博士が聾

棺墓や竪穴のほか瓦の包含層について報告され、寺院基壇の整地層の可能性を指摘され、早くから考

古学界には知られていた。この井尻B遺跡おける発掘調査は、昭和56(1981)年の第1次調査に始ま

り、以来43地点で調査が実施されて、丘陵上における遺構の拡がりや消長が次第に明らかになりつつ

ある。

ここで井尻B遺跡を概観すると、その初現は後期旧石器時代に始まり、第2次調査や12次調査で細

石刃やナイフ形石器、石核が出土している。その後、縄文時代は長きに亘って人跡は途絶える。

弥生時代になると、台地の北西端で弥生時代草創期の夜臼式や板付E式の土器が散見される。中期

には貯蔵穴群や蓋棺墓などが拡がっているが、密度的には比較的散漫な分布を示している。後出する

遺構から、この期の遺物が大量に出土することを勘案すると多くの遺構は削平されて消失した可能性

も考えられる。須玖岡本遺跡を頂点とする奴国全盛の後期になると、竪穴住居や掘立柱建物を中心と

する集落遺構が丘陵の全域に濃密な拡がりを見せ、一大拠点集落としての様相を示す。なかでも丘陵

の中央尾根線上に位置する 6次調査や 11次調査、 17次調査では、小型的製鏡や銅鍛、銅二足、銅矛、

ガラス勾玉などの鋳型や小型イ方製鏡、小銅鐸、銅鉱などの青銅製品と柑塙や青銅滴付着土器など青銅

器やガラス製品の製作に不可欠な遺物が出土している。このことは井尻正陵に青銅器やガラス製品な

どを生産する工房的集落があったことを示唆すものである。一方、井尻B遺跡から南東へ1kmの岡本

丘陵には、奴国王墓を擁する須玖岡本遺跡があり、奴国の中心域として広く知られている。この須玖

岡本遺跡には、奴国王墓や聾棺墓群を主体とする墳丘墓が点在し、その前面に拡がる裾野の沖積地に

3 
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ている。また、これに先行する中期の蓋棺墓群が、 16・17・27・34次調査など丘陵の北側で検出され

ている。

古墳時代になると、 5世紀後半には丘陵南側の 2・5次調査で墳径が 25mの円墳（井尻Bl号墳）

が造営されている。この円墳は、前方後円墳の可能性も指摘されており、「筑前園績風土記拾遺jに

記された「大塚」を想起させる。この間途絶した集落域は、 6世紀後半～7世紀に掘立柱建物を中心

に再び展開するが、その有り様は比較的疎らである。 7世紀後半～8世紀前半には、 E陵中央部の

1 ・ 3・17次調査で百済系単弁瓦を初めとする丸瓦や平瓦が、 11次調査では「寺」とへラ描きされた

須恵器皿が出土しており、寺院跡（井尻廃寺）の存在が指摘されている。北の那珂、比恵遺跡でも老

司式の古代瓦を伴う溝などが検出されており、寺院あるいは官街的施設の存在が想起されている。ま

た、東方の御笠川と諸岡川に挟まれた低丘陵上には大宰府から水域の東門から延びた官道に沿って高

畑廃寺の存在が想定されている。一方、那珂川を挟んだ左岸には銅製の箸や匙、富寿神賓などが出土

した三宅廃寺があり、平野内には幾つかの古代寺院が建立されていたものと推考される。

これ以降、 8世紀後半から古代末、中世の遺構はきわめて稀薄になるが、開析谷を隔てた北の五十

川遺跡～那珂丘陵には多く見られる。これは井尻丘陵の集落域が、農耕を生産基盤とする集落として

変容し、続いて行ったものと考えられる。

Fig.2 井尻B遺跡位置図（1/6,000)
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Fig.4 井尻B遺跡第42次調査区周辺現況図（1/400)



II .調査の記録

1.調査の概要 (Fig. 3・4・5)

井尻B遺跡は、福岡平野の西縁を北、流する那珂川の右岸に沿って観音山の小山塊から発する春日丘

陵が、標高を減じながら那珂・比恵へと続いている。井尻B遺跡は、奴国王墓とされる須玖岡本遺跡

から 1,000mほど北にあり、その北には五十川から那珂遺跡群、比恵遺跡群が低平な台地が続いている。

第 42次調査区は、この南北に長く延びる井尻台地の北西縁に位置し、すぐ西には、小さな開析谷が

北から寄入している。本調査区のすぐ東には第10次調査区が、南には第7・15次調査区が隣接してあり、

弥生時代から古墳時代の井戸や土坑と溝のほかに古代の掘立柱建物などが検出されており、周辺域に

は弥生時代から古墳時代・古代の集落域が拡がっている可能性が想定される。

試掘調査では、表土層下 20cmで竪穴住居や溝が検出され、弥生時代の集落域が拡がっていると想定

されていた。しかしながら、建設予定の建物に沿って面的に調査範囲を拡げると弥生時代中期の竪穴

住居とそれに先行する大型の掘立柱建物および古墳時代初めの竪穴住居を検出した。南北に延びる井

尻丘陵の北西縁に小さく突き出した小丘陵周辺で集落の主体となる竪穴住居の検出は初めてであり、

該期の集落域が拡がっていることが明らかになった。

2.竪穴住居（SC)
1 1号住居 SC-11 (Fig. 6・7PL. l・2・6)

1 1号住居は、調査区の東部に位置する。
d 

西南の隅壁は 12号住居に切られ、床面上

からは住居によって削平された 1号建物ゃ ちF
17・18号土坑が検出された。住居の北半部

は調査区外に拡がっているが、平面形は、

短軸が455cm、現長が340cmの長軸は 600

～650cmに復原される楕円形プランをなそ

う。深さが29cmの壁面が急峻に立ち上がり、

周溝は巡っていなしミ。壁下には、直径が 17

～ 30cm、深さが 10～22cmの円～楕円形

プランの柱穴が壁面に沿って 125cmと

170cmの聞を置いて 5本が巡っている。 P4

とP5の聞の柱穴は検出できなかったが、

125cmと170cmのスパンで存在したものと

考えられる。床面は、中央部が浅く窪む凹

レンズ状をなし、壁際が 3cm、中央部が

8cmほどの厚さに黄褐色粘土を突き固めて

貼床としていた。覆土は、黒褐色～暗黒茶

褐色土の単一層で、遺物は、床面上から弥

生中期の聾や高杯・器台片の外に土師器聾

片がわずかに出土した。

l～3は、上縁部を平坦に整えた逆L字状

C b a 

2 

3 

5 

6 

「

Fig.5 第42次調査区遺構配置図(1/100)

7 



口縁の蓋で、胴部は倒卵形をなそう。

口径は1が29cm、2は26.6cm、3は

25cmで、ある。4は、底径が6cmの整底

部である。いずれも胎士は粗く、細～

中砂粒を多く含み、色調は濃赤褐色

～淡明赤樫色。lと4には2次被熱によ

る赤変がある。5は底径が10cmの器

台である。器肉は薄く、筒部はスマー

トに立ち上がる。胎士は粗く、多くの

細～石英粗砂粒と僅少の雲母微細を

含む。色調は淡明赤褐色で、2次被熱

による赤変がある。

6は、砥石片である。砥面は表裏の2

面で良く研ぎ込まれている。

1 2号住居 SC-12 

(Fig. 8・9 PL. 1・2・3・4・6)

1 2号住居は、調査区の南東部に

位置し、北隅壁は11号住居の南西壁

を切っている。全体に削平が著しく、

南半部は調査区外に拡がっているた

めに全容は明らかでないが、北壁長

が490cmを測り、一辺が

490～550cmほどの方形

プランをなそう。全体に

削平が著しく、壁高は

17cmと浅いが、壁下には

幅が2～3cm、深さが4～

5cmほどの周溝とは云い

難い不揃いな溝状の掘り

込みが巡っている。機能

的には、壁面の崩落防止

の板材を打設した可能性

も考えられなくはない。

北西隅には、壁面から

120cmほどの匝離に直径

が25cm、深さが55cmの柱

穴がある。このことから

主柱穴は、柱聞が240cm

ほどの4本柱と考えられ

る。床面はほぼフラット

ー
〕巴

MMwi

8 

2m 

。手尋E。

。

0聾
・器台

¥lf 
11号住居実測図（1/60)

P
ト

Fig.6 

5 
!j 
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内
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「
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U円
U
L

10cm 。

11号住居出土遺物実測図(1/2・1/4)Fig.7 
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Fig.9 

3.掘立柱建物（SB)
1号建物 SB-01 

(Fig. 10・11 PL. 5・6)

1号建物は、調査区の西部に位置する

東西棟の建物で、南東側の柱穴（P3）は、



11号住居に切られている。建物は、北側の

調査区外に拡がっており規模的には判然

としないが、PlとP2のキ主聞が250cm、P2

とP3の柱聞が500cmを測る。現状では桁

行長が500cm、梁行長が250cmの1間×1

聞の建物であるが、状況的には梁行長が2

聞のl間×2聞の建物が想起されるが、桁

行長も2問の2間×2聞の建物の可能性も

なくはない。柱穴の平面形は、PlとP2が

100cm×105cmの方形フ。ランで、深さが

81～83cmの壁面は急峻に立ち上がる。P3

は、長径が110cm、短径が80cmの楕円形

プランを呈し、急峻に立ち上がる壁面の

深さは62cmで、ある。いずれの柱穴からも

東壁に添って直径が30～35cmの柱痕が

検出された。また、PlとP3の底面には、深

さが10～15cmの柱痕と同径の小ピット

があり建て替えの可能性が考えられる。

遺物は弥生土器や土師器片がわずかに

出土した。

13は、口径が14.4cmの歪である。口縁

部は大きく外反し、胴部は倒卵形をなそ

う。口縁部はヨコナデ、胴部内面は押圧後にナデ調整。胎土には、

比較的多くの細～石英小砂粒と僅少の赤鉄鉱片を含む。内面はや

やくすんだ淡赤樫色、外面は赤樫色。14は、台付費で台形は

11.4cm。台部は反りぎみに大きく聞き、2次被熱による赤変があ

る。内底面は指頭押圧ナデ、台部はヨコナデ～押圧ナデ。胎土はや

や粗く、多くの細～石英小砂粒のほかに僅少の雲母微細を含む。

内面はくすんだ黄櫨色、外面は明赤樫色。

E
由

N
F。工

ー「

ロ∞守

」。P2

~ 

10 

2m 

~14 

1号建物実測図（1/80)

。

H.12.6m 

Fig.10 

10cm 4.土坑（SK)

9号土坑 SK 09 (Fig. 5 PL. 6) 

9号土坑は、調査区の北西部に位置し、すぐ西にはl号建物のPl

がある。土坑の大半は調査区外に拡がっているために判然としないが、長辺が140cm、短辺が100～

110cmほどの長方形プランに復原されょうか。壁面は、削平を受けて13cmと浅く、東小口壁はやや緩や

かに、南側壁は急峻に立ち上がる。坑底は、中央部がわずかに浅い凹レンズ状をなしている。覆土は、暗

～濃茶褐色土の単一層で、弥生霊や高坪片がわずかに出土した。

1 5号土坑 SK15 (Fig. 5 PL. 4) 

1 5号土坑は、調査区の中央部に位置し、西小口壁を残して大半は11号住居に削平されている。平面

形は、短辺が76cmの長方形フ。ランを呈し、長辺は80～100cmほどに復原されょうか。坑底はフラットで、

深さは20cmの壁面はやや緩やかに立ち上がる。覆土は、濃茶褐色土の単一層である。

1号建物出土遺物
実測図(1/4)

Fig.11 



Z

4

4

岨ヨ

L SK-17 

H.11.9m 

三三一一τ~壬三

Fig.12 17・18号土坑実測図（1/30)
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1m 

1 7号土坑 SK -17 (Fig. 12 PL. 4) 

1 7号土坑は、調査区東部の 11号住居内の南西

部にあり、その西半は、 1号建物の P3に削平され

ており、 1号建物や 11号住居よりも古い。平面形

は、短辺が85cmで、長辺は 100～110cmの隅丸長方

形プランに復原されよう。主軸方位をN-75°-Wにと

る。壁面の深さは 15cmと浅く、北側壁は急峻に

いく、また南側壁はやや緩やかに立ち上がる。坑

底は、中央部が凹レンズ状に窪む舟底状の断面形

をなしている。覆土は、黒褐色土の単一層である。

1 8号土坑 SK-18 (Fig. 12 PL. 5) 

1 8号土坑は、調査区の北東部に位置し、 11号住居の床面上で検出された。平面形は、長辺が

63cm、短辺が 51cm長方形フ。ランを呈し、主軸方位を N・24。－Eにとる。深さが 60cmの壁面は、やや

緩やかに立ち上がり、西側壁と北小口壁には、上縁に緩やかな屈曲面を作っている。坑底は、中央部

が浅い凹レンズ状をなしている。覆土は、黒～黒褐色土の単一層で、黄褐色粘土小ブロックがわずか

に混入していた。

。
Fig.13 ピット・包含層出土遺物実測図(1/2)

5.その他の遺構と包含層の遺物 (Fig. 13 PL. 6) 
15は、長さが4.75cm、幅が3.4cm＋α、厚さが0.75～0.83cmの扇平片刃石斧である。重さは28.9g。

基部は欠損しているが、研ぎ直して再利用している。

16は、涙滴形の投弾である。長さは4.14cm、最大厚が2.22cm、重さは23.9g。胎土は精微で、微細

～細砂粒をわずかに含み、焼成は堅轍。色調はくすんだ黄櫨色～黒色。

。 5m 

III. おわりに

南北に長く延びる井尻B遺跡の北西縁には、西方にむかつて舌状の丘陵が 60mほど小さく突き出

している。この舌状正陵の東には北から浅い開析谷が小さく管入している。本調査区は、この曹人す

る開析谷の東岸に位置し、周辺の調査例では、北東へ80mの第32次調査区で弥生中～後期の竪穴住
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居や掘立柱建物、井戸が、 10次調査区で弥生～古墳時代の溝が検出されているだけで、遺跡の北部

や南部で観られる鋳型や青銅器を伴う中核的集落域やそれに伴う墳墓群の展開は要として明らかでは

なかった。本調査区では、弥生中期後半の竪穴住居やそれに先行する大型の掘立柱建物および古墳時

代初めの竪穴住居を検出した。これは第 32次調査区例と併せて井尻B遺跡の北西縁にも該期の集落

域が展開していた事の証左となるものである。同時に、調査区の狭小さからその規模は明らかでない

が、大型建物の検出は中期の集落域内に竪穴住居と同時あるいは多少の時間差をおいて共立していた

ことを示すものである。この事は、この地域にも北部域や南部域と並ぶような中核的集落域の展開が

想起されるものである。今後は、周辺域の調査事例の成果を待って井尻B遺跡内における弥生時代の

集落域とそれに伴う墳墓域の展開および遺跡内における丘陵北西域の相互的関連性とその消長を検討

する事が必要不可欠になろう。
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胃河 時代 ｜ 遺構の概要 ｜ 出土遺物

6()0 I ｜土境、溝、水溜状遺構 ｜丸平瓦

9ぬ｜弥生～古墳 ｜臨器、弥生～古墳掘立柱建物、土墳墓｜霊需品琴引l＋.~

1,0601弥生～古墳・古代 ｜警告石理署翠居、井戸 ｜碧玉勾玉、鉄鉱百済系単弁軒丸瓦

捌｜弥生後期～古墳前期 ｜語守主耳墳前期竪穴住居、掘立問｜

四｜古墳 ｜円墳 ｜円筒埴輪、耕輔、ガラス小玉、側、鉄刀

sool ｜酷蓄究す墳初頭住居跡、掘立柱建物、卜J、型佑製鏡、銅銭鋳型、ガラス小玉

ω｜古代か ｜土坑 ｜土器片

ml弥生～古代 ｜遺物包含層

日21弥生後期 ｜竪穴住居

1531弥生～古墳・古代 ｜弥生～古墳溝古代掘立柱建物 ｜百済系単弁軒丸瓦

6901弥生中～古墳初 ｜弥生中期～古墳初頭井戸、土坑 ｜銅矛鋳型、銅鉱鐸形土製品

1251弥生後期～古墳初 ｜弥生後期～古墳初頭取住居、掘立柱建物、｜細石刃核

601弥生後期・中世 ｜弥生後期竪穴住居 中世講 ｜弥生土器

9521弥生・古墳 ｜弥生掘立柱建物 古墳井戸 ｜銅線鋳型

ぉ｜中世 ｜溝

日21弥生中期 ｜蜜棺墓、土墳墓、土坑

3,6571弥生後期～古墳前期 ｜事：＂／＇／：±重宝龍竪穴住居、掘立

瑚｜弥生中期～古墳初 ｜弥生中～古墳初竪穴住居、井戸、貯蔵穴

1331古代か ｜溝

ω｜弥生中・後期古墳前期｜韓韻語、
3661弥生・古代 ｜署長霊穴住居、

1411弥生・古代・中・近世 ｜中～近世掘立柱建物、土坑、講
221 ｜柱穴

661弥生・古代 臨時品代詔時穴惜

別｜弥生前～中期 ｜水田跡

6141中世 ｜掘立柱建物、土坑、斐棺基土壌墓

1331弥生後期 ｜竪穴住居、溝 ｜弥生土器

2411弥生末～古墳初 ｜弥生土墳墓 弥生～古墳土坑、溝 ｜家形埴輪

871弥生～古墳 ｜害時冒誹頭竪穴住居、落とし穴 l

弥牛穫期～ti墳相肯代



PL.1 

1）調査区全景（北から）

2) 11・12号住居（東から）



PL.2 

1) 11号住居（北から）

2) 12号住居（北から）



PL.3 

1) 12号住居遺物出土状況（南東から）

2) 12号住居台付鉢・小型丸底壷出土状況（東から）



PL.4 

1) 12号住居輩出土状況 （東から）

2) 15・17・18号土坑（北から）



PL.5 

1 ) 1号建物り凶ミら）

2) 1号建物Pl土層断面（西から） 3) 1号建物P2土層断面（西から）



PL.6 

』語調
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出土遺物（縮尺不同）
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ふりがな ふりがな コード 発掘面積
北緯 東経 発掘期間 rrf 発掘原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号

ふくおかしみなみく

いじり Bいせき
33° 130° 

井尻B遺跡
福岡市南区 20141209 

だい42じちょうさ
いじりいちょうめ707ばん6 40130 90 33' 26' ～ 66 記録保存

第42次調査 井尻一丁目707番6 17グ 24グ 20141219 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

弥生時代中期 弥生土器（妻、鉢、器台、

井尻B遺跡第42次調査 集落 ～ 竪穴住居、土坑、ヒ。ット 高杯）
古墳時代初め 須恵器杯、滑石製紡錘車

井尻B遺跡は、観音山に発して春日市の須玖岡本遺跡から井尻、那珂、比恵遺跡群へと続く低丘陵上に立地し、2km

ほど東には、諸岡遺跡や板付遺跡がある。第42次調査区は、この井尻B遺跡の中央部西縁に位置し、すぐ南東には井尻

廃寺がある。

第42次調査では、弥生時代中期の竪穴住居1棟と梁間長が2.5m、桁行長が5mの大型建物1棟、古墳時代初めの竪穴住

要約
居l棟の外に柱穴を検出した。第42次調査区では、弥生時代中期後半の円形住居l棟とそれよりも古い掘立柱建物l棟

のほかに古墳時代初めの方形住居1棟を検出した。殊に、掘立柱建物の掘方は、一辺が100cmの方形プランを呈し、深さ

も50cmある大型ものもで、円形住居に先行するものである。立地的には、井尻B遺跡中央部の西縁に位置し、すぐ西に

は、北から浅い開析谷が湾入している。本調査区周辺の第7・10・15次調査区でも同期の集落域が拡がっていることが

確認されており、集落域が谷際まで拡がっていることが明らかになった。また、規模は明らかでないが、該期の大型の

掘立柱建物が検出されたことは、集落域内にあって何らかの重要な位置を占めていたことが想起される。
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